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総 説  

 

a) M7.0と修正された P1506-01cの震央（震源地の真上）、および発生日については、会員ページで検討する。 

b) 2012年 1月 1日から 2015年 6月 10日の日本周辺の Mj>=6.8は F-NETによれば次の通りである。 

（2011.3.11 以降年末までは地震多発につき評価対象外とする） ※下記画像クリックで PDF表示 

     

http://www.npo-iaep.org/data/upDATA/150619no1-2.pdf
http://www.npo-iaep.org/data/upDATA/150619no2-2.pdf
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大地震について遺漏なく予知することが大切だと考える。 

 マグニチュードは 1違うとエネルギーは 32倍、2違うと 32*32=1024倍、3違うと 32700倍異なる。 

 例えて言うならば、第２次世界大戦で使われた最大の爆弾の１個のエネルギーは M5.5程度と言われている。 

つまり M6.5は 32個一度に爆発させたもの、M7.5は 1000個一度に爆発させたもの、M8.5 は 32000個一度に爆発させたもので、まるで違う。M5.5と予測し、実発生が

M8.5であった場合、的中と評価するのは恥ずかしいことだ。この程度の基礎知識は地震大国日本に住む住民にとっては必須事項である。 

 

 

地域別予測に関しては会員ページ〔IAEP-150619P〕をご覧ください。 

(東日本大震災の余震域については原則 M6以上、そのほかの地域は原則 M5.5以上) 

会員ページ記載の予測の漏洩ならびに転用は厳禁です。 
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